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2013 年（平成 25 年）「いじめ防止対策推進法」の成立の背景には、2011（平成 23）年に

大津市で起きた中学生のいじめ自殺事件がある。 

大津市中 2 いじめ自殺事件は、2011 年（平成 23 年）10 月 11 日に、滋賀県大津市の市立

中学校に通学していた 2 年生の男子生徒（当時 14 歳）が、同級生たちからのいじめを苦に

して自宅マンションから飛び降り自殺したことを発端に発覚した。 

2011年 9月 29日に市内の陸上競技場で開催された体育大会の際、同級生 3人から両手を

鉢巻きで縛られたり、口を粘着テープで塞がれたりなどの暴行を受けた。3 人は 10 月 8 日

にも被害者宅を訪れ、自宅から貴金属や財布を盗んだ。被害者は自殺前日に自殺を仄めかす

メールを加害者らに送ったが、加害者らは相手にしなかった。男子生徒は 10月 11日朝、自

宅マンション 14階から飛び降り自殺した。 

いじめを受けた児童等の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人

格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせるお

それがあるものであることに鑑み、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進

するために成立した。 

 
 

羅針盤 R6（2024）- №５ 

「いじめは人権侵害『基本的理解』」 
学校は失敗するところ！教室は間違えるところ！授業は子供が主人公！ 

子供の成長を教育活動のど真ん中におく！ 

One for all.  All for one.   One team. チーム玉川小 

 
 

羅針盤は校長通信です。先生方に説明の時間がとれない時、「これだけは伝えた
い！」、「徹底していただきたい！」、「大切にしていただきたい!」という時に、発行す
るものです。 
必ず読んでください。 

令和６年５月 13 日（月） 

昭島市立玉川小学校  

校  長 小 瀬  和 彦 

Ⅰ「いじめ防止対策推進法」成立の背景 

 
この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在

籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的

な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該

行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。（第二条定義） 
 
いじめの防止等のための対策は、いじめが全ての児童等に関係する問題であることに

鑑み、児童等が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう、学校の内外を

問わずいじめが行われなくなるようにすることを旨として行われなければならない。 

２ いじめの防止等のための対策は、全ての児童等がいじめを行わず、及び他の児童

等に対して行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないようにするため、

いじめが児童等の心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童等の理解を深

めることを旨として行われなければならない。 

３ いじめの防止等のための対策は、いじめを受けた児童等の生命及び心身を保護す

ることが特に重要であることを認識しつつ、国、地方公共団体、学校、地域住民、家庭

その他の関係者の連携の下、いじめの問題を克服することを目指して行われなければな

らない。（第三条 基本理念） 
 
学校及び学校の教職員は、基本理念にのっとり、当該学校に在籍する児童等の保護者、

地域住民、児童相談所その他の関係者との連携を図りつつ、学校全体でいじめの防止及

び早期発見に取り組むとともに、当該学校に在籍する児童等がいじめを受けていると思

われるときは、適切かつ迅速にこれに対処する責務を有する。 

（第八条 学校及び教職員の責務） 

 

Ⅱ いじめの定義と、基本理念と学校及び教職員の責務について 
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 ⅴ 演習 

  
２ 学校は、前項の規定による通報を受けたときその他当該学校に在籍する児童等が

いじめを受けていると思われるときは、速やかに、当該児童等に係るいじめの事実の有

無の確認を行うための措置を講ずるとともに、その結果を当該学校の設置者に報告する

ものとする。 

３ 学校は、前項の規定による事実の確認によりいじめがあったことが確認された場

合には、いじめをやめさせ、及びその再発を防止するため、当該学校の複数の教職員に

よって、心理、福祉等に関する専門的な知識を有する者の協力を得つつ、いじめを受け

た児童等又はその保護者に対する支援及びいじめを行った児童等に対する指導又はそ

の保護者に対する助言を継続的に行うものとする。 

４ 学校は、前項の場合において必要があると認めるときは、いじめを行った児童等

についていじめを受けた児童等が使用する教室以外の場所において学習を行わせる等

いじめを受けた児童等その他の児童等が安心して教育を受けられるようにするために

必要な措置を講ずるものとする。 

５ 学校は、当該学校の教職員が第三項の規定による支援又は指導若しくは助言を行

うに当たっては、いじめを受けた児童等の保護者といじめを行った児童等の保護者との

間で争いが起きることのないよう、いじめの事案に係る情報をこれらの保護者と共有す

るための措置その他の必要な措置を講ずるものとする。 

６ 学校は、いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは所

轄警察署と連携してこれに対処するものとし、当該学校に在籍する児童等の生命、身体

又は財産に重大な被害が生じるおそれがあるときは直ちに所轄警察署に通報し、適切

に、援助を求めなければならない。（第二十三条 いじめに対する措置） 

 

Ⅲ いじめに対する措置～学校～ 

  
学校の設置者又はその設置する学校は、次に掲げる場合には、その事態（以下「重大

事態」という。）に対処し、及び当該重大事態と同種の事態の発生の防止に資するため、

速やかに、当該学校の設置者又はその設置する学校の下に組織を設け、質問票の使用そ

の他の適切な方法により当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行うも

のとする。 

一 いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生

じた疑いがあると認めるとき。 

二 いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀

なくされている疑いがあると認めるとき。 

２ 学校の設置者又はその設置する学校は、前項の規定による調査を行ったときは、

当該調査に係るいじめを受けた児童等及びその保護者に対し、当該調査に係る重大事態

の事実関係等その他の必要な情報を適切に提供するものとする。 

３ 第一項の規定により学校が調査を行う場合においては、当該学校の設置者は、同

項の規定による調査及び前項の規定による情報の提供について必要な指導及び支援を行

うものとする。              （第二十八条 重大事態への対処） 

Ⅳ 重大事態への対処 


